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1 緒     言

大豆の摘志 移植栽培は,岩手県南部の胆沢郡前沢町に
おいて,鳥害防止や草型の良化による倒伏防止等を目的と

して広く行われている。しかし,その収量性については充

分な検討がなされておらず,一部にはその収量性にかなり

の疑間が持たれていた。このため,昭和 55年前沢町に現地

実証展示圃を設置し,摘芯 移植栽培における生育相及び
収量性についての技術的解析を行った。その結果,若千の

知見が得られたので報告する。

2 試 験 方 法

試験区の構成 : 表 1参照

表 1 試験区の構成

試験実施場所 : 岩手県胆沢郡前沢町自由字西谷起

転換初年目畑

土壌条件 : 褐色低地土 中島統
供試品種 : ナンブシロメ

育苗方法 : タバコ育苗箱を用いてハウス内出芽 出芽揃
後は露地育苗。

初生葉移植 3∽ ×2卸  1粒播き
摘芯・移植 4鈍 ×3m l粒播き
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2複葉

i・●生葉

摘志方法 : 第 2複葉を残して摘志 (図 1参照 )

本園施肥量 (″ん ): N024,P20510,K20 10
てんろ石灰 14, 堆肥 100

3試 験 結 果

表 2.表 3に生育経過と収穫時の生育調査結果を示した。

すなわち,摘志 移植区の生育は直播区と比較 し生育初期
より劣り,収穫時の生育量も劣った。項目別にみると,茎

長については摘芯・移植区は直播区の半分程度に推移し,

倒伏防止の効果は認められるものの生育量不足と考えられ

た。分校の発生については,摘芯 移植栽培では分枝発生
可能な節は子葉節 2,初生葉節 2,第 1複葉節 1,第 2複

葉節 1の計 6節に限定される。このうち子葉節を除く4節

からはかなり早期に分校の発生が認められるが,子葉節か

らの発生はほとんど認められなかった。また発生した分枝

も直播区より伸長が劣 り分伎長が短 く,二次分枝の発生も

ほとんど認められなかった。このため生育初期の発生本数

は比較的多いものの,最終発生本数は直播区よりかなり少

なかった。最大繁茂期のLAlは摘芯・移植区で直播区よ

り大幅に減少し,特に疎植した場合に著しかった。収穫時

の総節数は,摘志 移植区で生育が劣り,分枝数も少ない
こともあって直播区より大幅に少なく,密植で35%,疎植

では64%も の減となった。

表 2 中間生育調査

注  3,4区 は主茎長のかわりに地際からの最長茎長
で示す。

なお開花期 成熟期については,摘芯・移植区で直播区

よりそれぞれ
'日
と5日 早まった。しかしこのことに関し

ては,摘芯 移植区の苗床播種が直播区の本圃播種より14
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日も早いことによるもので,摘芯 移植に直接起因するも
のとは考えられなかった。しかし苗床期間を除いた本国生

育日数は直播区より3週間程度短縮され,作付体系を策定

するうえでは有利と考えられる。

表 3 収穫時生育調査

注  3,4区は主茎長のかわりに子葉節からの最長
茎長で示す。

表 4 収穫時分解調査

表 4に収穫時分解調査の結果を示した。″当たり稔実葵

数は,摘志・移植区で大幅に減少した。この原因としては

総節数の不足が考えられ,総節数の不足が着奏節数を減少

させ,結果として稔実業数を減少させるものと推察された。

稔実業数の不足は疎植ほど著しく,密植では直播区の13%

減にとどまるのに対 し疎植では38%も の減少となった。
二薬当たり胚珠数は,摘志 移植区で直播区より減少した。
しかし■葵当たり稔実粒数には区間差は認められなかっ

た。このため″当たり稔実粒数は稔実業数にはば比例し,

稔実奏数の少ない摘志 移植区で最も少なかった。
表 5に収量調査の結果を示した。摘芯・移植区は全重 ,

子実重とも直播区より明らかに減収となり,密植よりも疎

植での減収率が大きかった。表 6に前沢町における優良栽

培事例を示したが,各年度とも摘志・移植栽培の収量が直

播栽培の収量より劣っており,本試験の結果と一致 した。

なお直播摘志栽培では高温多照年には多収事例も認められ

るが,¬般には直播栽培より減収する。
以上の結果から,摘芯・移植栽培は直播栽培より収量面

で劣ることが明らかとなった。その直接的な原因としては

稔実奏数の不足があげられるが ,その遠因としては生育量

の不足により分岐数の発生が少なく総節数が著しく減少す

4摘    要

大豆の摘芯 移植栽培は,慣行の直播栽培に比較 し開花
期 成熟期の促進が認められるものの,生育量の確保が困
難で,収量面でも劣ることが明らかとなった。

その原因としては,摘芯後の分校の発生が少な く,総節

数が著しく減少するためと考えられ,こ のことが着茨節数

稔実爽数の不足になるものと推察された。

るためと考えられ,こ のことが着葉節数 稔実葵数の不足
になるものと推察された。また本年の結果では一蒸当たり

胚珠数の減少が減収要因とはなっていないものの,登熟期

の気象条件によっては大きな減収要因となり得るものと考

えられた。

このため摘芯・移植技術を安定多収技術とするためには

品種・栽植密度 施肥量等の再検討力必 要と考えられる。

区 名

成

熟

期
一

主

茎

長

鍬

茎
　
　
径
霞

主
茎
節
数
④

分

枝

数
休

融 ③ 倒

伏

株
当
た
り

プ
当
た
り

1直    播
2初 生 葉 移植
3摘芯・移植 (密
4      ″    (頑束

,

590

415

28 1

245

69

68

57

63

144

127

65

77

57

46

無

区 名
稔 胚  [ :数別稔実奏分布 ( 稔実業の歴珠数← 粒  数 粒〕
株 当たり″当たり 4コ 3コ 2コ 1コ 葉 当たり ″当たり策当たり ″当た

播
植
Ｇ
鰊

移

植
葉
嗜
″

生

芯

直

初

摘

55 8

54 3

48 5

57 9

205
173
115
11 1

50 8

456
43 2

45 1

217
278
298
312

70
93
155
126

2 85

2 71

251
2 57

1,659

1,534

1,268

'33

243
2 38

2 34

2 43

1,414

1,347

1,182

882

表 5 収量調査
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表 6 栽培法別優良栽培事例

栽 培 法
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